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昨
年
八
月
に
自
衛
隊
福
岡
病
院
長

を
拝
命
し
て
早
一
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く

安
全
保
障
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た

新
た
な
防
衛
大
綱
が
策
定
さ
れ
、
元

号
が
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
、
先

般
の
北
部
九
州
の
記
録
的
豪
雨
や
千

葉
県
に
大
規
模
停
電
を
も
た
ら
し
た

台
風
十
五
号
を
は
じ
め
と
す
る
災
害

が
相
次
い
で
生
起
す
る
等
、
情
勢
は

刻
々
と
変
化
し
、
変
化
の
ス
ピ
ー
ド

も
一
段
と
増
し
て
き
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
病
院
長
と
し
て

の
一
年
を
振
り
返
る
と
、
当
院
は
近

年
の
救
急
診
療
や
手
術
数
の
増
加
等

に
伴
う
各
種
課
題
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
日
々
の
診
療
で
培
っ
た
専
門

的
技
術
を
野
外
で
の
外
科
手
術
の
実

効
性
向
上
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
本

年

度

開

始

さ

れ

た

西

方

Ｄ

Ｃ

Ｓ

（D
a
m

a
g
e 

C
o

n
tro

l 
S

u
rg

ery

：
外
傷

に
よ
る
胸
腹
部
の
血
管
損
傷
の
修
復

等
、
生
命
維
持
の
た
め
に
行
う
暫
定

的
な
緊
急
手
術
）
訓
練
等
に
積
極
的

に
参
加
し
、
衛
生
科
部
隊
等
と
連
携 

 

し
て
き
ま
し
た
。
新
病
院
建
設
に
向

け
た
実
施
設
計
や
井
戸
調
査
が
着
実 

に
進
捗
し
、
准
看
護
学
院
で
は
卒
業

生
全
員
が
資
格
試
験
に
合
格
す
る

等
、
全
職
員
の
奮
闘
に
よ
っ
て
、

「
自
衛
隊
病
院
と
し
て
の
実
力
向

上
」
が
目
に
見
え
る
形
で
実
現
し
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
度
、
自
衛
隊
福
岡
病
院
は
創

立
六
十
四
年
を
迎
え
ま
す
。
当
院
は

言
う
ま
で
も
な
く
自
衛
隊
に
と
っ
て

九
州
沖
縄
地
域
最
大
の
職
域
病
院
で

す
。
自
衛
隊
の
職
域
病
院
の
使
命
を

考
え
る
と
き
、
私
が
思
い
起
こ
す
の

は
、
昨
年
度
の
西
部
防
衛
医
学
集
合

訓
練
に
お
け
る
折
木
良
一
元
統
合
幕

僚
長
の
お
言
葉
で
す
。
折
木
元
統
幕

長
は
ご
講
演
の
中
で
、
我
々
衛
生
科

隊
員
に
対
し
て
、
「
事
に
臨
ん
で
は

危
険
を
顧
み
ず
身
を
も
っ
て
責
務
の

完
遂
に
務
め
る
」
と
い
う
服
務
の
宣

誓
を
し
て
職
務
に
あ
た
る
隊
員
に
医

療
を
提
供
す
る
意
義
や
重
要
性
を
認

識
し
て
ほ
し
い
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
高
い
使
命
感
を
持
っ
て
国
民

を
守
る
隊
員
を
救
う
「
最
後
の
砦
」

と
し
て
の
重
責
を
我
々
は
平
素
の
診

療
に
お
い
て
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
他
方
、
当
院
が
保
健
医
療
機
関

と
し
て
一
般
開
放
し
て
か
ら
約
十
三

年
が
経
過
し
、
諸
先
輩
方
の
ご
尽
力

に
よ
り
民
間
の
患
者
数
は
近
年
右
肩

上
が
り
と
な
り
、
地
域
の
総
合
病
院

と
し
て
の
役
割
も
確
実
に
増
し
て
き

て
い
ま
す
。 

 
 

 

私
は
着
任
二
年
目
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
り
、
当
院
の
基
本
理
念
で
あ
る 

「
自
衛
隊
に
お
け
る
九
州
の
中
核
型

基
幹
病
院
と
し
て
自
衛
隊
員
は
も
ち

ろ
ん
国
民
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目

指
す
」
に
改
め
て
立
ち
返
り
、
自
衛

隊
の
職
域
病
院
と
地
域
の
医
療
機
関

と
い
う
両
面
で
責
務
を
果
た
す
た
め

に
、
全
職
員
と
共
に
質
の
高
い
医
療

を
提
供
し
、
即
応
性
を
発
揮
し
、
実

効
性
あ
る
教
育
訓
練
を
実
施
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

「着
任
二
年
目
の 

 
 

 
 

 
 

 

ス
タ
ー
ト
」  
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一
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米
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祥
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診
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一
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大
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泰
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一
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大
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衛
生
資
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（
衛
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等
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陸 

曹 
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中
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嗣
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衛
生
資
材
部 

 
 

（
衛
生
資
材
課
） 

 
 
 

 

一
等
陸
尉 

武
藤 

利
彦 

看
護
部 

 
 
 

 

一
等
陸
尉 

甲
斐 

友
子 

 
 
 

 

三
等
陸
曹 

岸
野 

泰
樹 

 
 
 

 

三
等
陸
曹 

緒
方 

崇
人 

《
八
月
二
十
三
日
付
》 

企
画
室 

一
等
陸
尉 

山
下 

英
寿 

《
八
月
一
日
付
》 

企
画
室 

 
 
 
 

三
等
陸
佐 

穴
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慎
次
郎 

 
 
 
 

三
等
陸
佐 

刑
部 

高
志 

 
 
 
 

准 
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北
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正
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総
務
部 

 
 
 
 

二
等
陸
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小
川 

和
明 

 
 

（
総
務
課
〉 

 
 
 
 

陸 

曹 

長 

大
石 

健
一 

 
 
 
 

陸 

曹 

長 

久
松 

克
義 

 
 

（
管
理
課
） 

 
 
 
 

一
等
陸
曹 

佐
々
野 

瑞
枝 

 
 

（
給
食
課
） 

 
 
 
 

二
等
陸
佐 

山
本 

弘
士 

 
 
 
 

陸 

曹 

長 

角
田 

孝
樹 

診
療
科 

 
 
 
 

一
等
陸
尉 

神
津 

慶
多 

 
 
 
 

一
等
陸
尉 

田
原 

健
一 

 
 
 
 

一
等
陸
尉 

森
田 

 

亘 

 
 
 
 

一
等
陸
尉 

人
見 

泰
弘 

総務部長 

２等陸佐 小川 和明 

（前所属） 

衛生学校 

（三宿） 

 

八
月
一
日
付
で
総
務
部
長
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
。
病
院
総
務
業
務
、

駐
屯
地
業
務
隊
業
務
及
び
駐
屯
地
司

令
業
務
を
隊
員
等
と
一
緒
に
一
歩
一

歩
着
実
に
積
み
上
げ
、
病
院
と
し
て

の
実
力
向
上
及
び
信
頼
さ
れ
る
駐
屯

地
の
た
め
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

自
衛
隊
福
岡
病
院
長 

兼
春
日
駐
屯
地
司
令 
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当
院
は
、
令
和
元
年
八
月
一
日

に
、
福
岡
県
河
川
協
会
よ
り
「
感
謝

状
」
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
牛
頸
川

の
清
掃
活
動
に
お
い
て
、
曹
友
会
主

体
と
し
て
参
加
し
、
河
川
に
対
す
る

愛
護
を
持
っ
て
活
動
し
た
結
果
で

す
。
今
回

の
表
彰
に

恥
じ
ぬ
よ

う
に
、
今

後
と
も
地

域
の
皆
様

と
河
川
の

美
化
を
続

け
て
い
き

ま
す
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

      
 

 
 

      
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

      
 

 
 

      
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

      
 

 
 

      
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

      
 

 
 

      
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

西
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圏
内
衛
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科
長
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表
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准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
井
上
一

佐
）
は
、
令
和
元
年
六
月
十
四
日
、
脊

振
山
系
に
お
い
て
徒
歩
行
進
訓
練
を
実

施
し
た
。 

 

第
四
十
四
期
生
二
十
四
名
は
、
発
生

す
る
模
擬
患
者
の
状
況
に
対
し
、
懸
命

に
対
応
し
、
患
者
看
護
及
び
搬
送
を
実

施
し
た
。
入
校
し
て
ま
だ
約
三
ヶ
月
の

学

生

た

ち

は
、
本
訓
練

を
通
し
て
、

看
護
の
知
識

技
術
及
び
体

力
向
上
の
必

要
性
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き

た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
井
上
一

佐
）
は
、
令
和
元
年
七
月
十
六
日
～

十
七
日
、
福
岡
県
糸
島
市
に
お
い
て

水
難
救
助
訓
練
を
実
施
し
た
。 

晴
天
の
中
、
遠
泳
及
び
溺
者
救
助

法
・
消
防
夫
搬
送
及
び
Ｂ
Ｌ
Ｓ
等
を

演
練
し
た
。
な
か
に
は
水
泳
を
苦
手

と
す
る
学
生
も
い
た
が
、
助
け
合
い

な
が
ら
全
員

が
訓
練
を
最

後
ま
で
や
り

遂
げ
た
。
水

難
救
助
法
の

重
要
性
と
難

し
さ
を
学
ん

だ
。 

 

 
 

        
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

八
月
一
日
付
で
衛
生
資
材
課
長
に 

上
番
し
ま
し
た
武
藤
一
尉
で
す
。 

 

衛
生
資
材
課
は
、
医
薬
品
及
び
衛

生
材
料
、
医
療
備
品
の
調
達
・
出

納
・
保
管
・
検
査
に
携
わ
っ
て
い
る

部
署
で
す
。
衛
生
資
材
の
観
点
か

ら
、
病
院
を
支
え
て
参
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

 

当
院
は
、
令
和
元
年
六
月
二
十
七

日
、
大
矢
野
演
習
場
に
お
い
て
方
面

隊
が
実
施
す
る
戦
傷
治
療
集
合
訓
練

に
医
官
・
看
護
官
及
び
診
療
助
手
を

参
加
さ
せ
、
Ｆ
Ｓ
Ｔ
に
よ
る
ダ
メ
ー

ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
術
（
Ｄ
Ｃ
Ｓ
）

と
し
て
肝
臓
及
び
下
大
動
脈
の
止
血

や
腸
管
損
傷
処
置
等
の
手
術
及
び
術

前
・
術
後
業
務
要
領
を
行
い
練
度
向

上
を
図
っ
た
。 

 

当
院
は
、
令
和
元
年
七
月
八
日
、

診
療
圏
内
に
あ
る
駐
屯
地
業
務
隊
衛

生
科
長
等
二
十
八
名
に
対
し
て
、
当

院
の
診
療
業
務
と
各
種
施
策
及
び
衛

生
科
長
等
か
ら
駐
屯
地
等
に
お
け
る

健
康
管
理
施
策
に
つ
い
て
説
明
し

て
、
認
識
を
共
有
す
る
と
と
も
に
病

院
及
び
駐
屯
地
等
と
の
連
携
強
化
を

図
っ
た
。 

補職：精神科医官 

階級：１等陸尉 

氏名：森田 亘 

補職：外科医官 

階級：１等陸尉 

氏名：神津 慶多 

補職：整形外科医官 

階級：１等陸尉 

氏名：田原 健一 

補職：循環器内科医官 

階級：１等陸尉 

氏名：人見 泰広 

補職：呼吸器内科医官 

階級：１等陸尉 

氏名：山本 高之 

補職：歯科衛生士 

階級：医(二)一 

氏名：川口 真樹子 

 

歯
科
衛
生
士
と
し
て
八

月
一
日
付
で
自
衛
隊
福
岡

病
院
勤
務
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
の
お
口
の
健
康

を
保
て
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

二
回
目
の
自
衛
隊
福
岡

病
院
勤
務
に
な
り
ま
し

た
。
専
門
の
呼
吸
器
疾
患

の
み
な
ら
ず
、
内
科
疾
病

全
般
の
診
療
を
担
当
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

外
科
医
官
と
し
て
着
任

い
た
し
ま
し
た
神
津
１
尉

で
す
。
外
科
医
ら
し
く

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
、
元

気
に
、
せ
っ
か
ち
に
働
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
初
め
て
の
九
州
で
不

安
な
所
も
あ
り
ま
す
が
、

御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。  

新
着
の
田
原
と
申
し
ま

す
。
専
攻
科
は
整
形
外
科

で
あ
り
、
特
に
脊
椎
を
メ

イ
ン
に
診
療
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
訓
練
や
演
習
な

ど
で
怪
我
を
す
る
こ
と
も

多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

お
困
り
の
際
に
は
気
軽
に

受
診
し
て
下
さ
い
。
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

福
岡
生
ま
れ
で
す
が
、

勤
務
す
る
の
は
初
め
て
に

な
り
ま
す
。
丁
寧
な
説
明

と
患
者
さ
ん
目
線
で
の
治

療
を
心
が
け
ま
す
。
不
慣

れ
な
所
も
あ
り
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

新
任
の
人
見
で
す
。
専

攻
は
循
環
器
内
科
で
す
。

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど

の
治
療
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
福
病
で
は
主
に
疾

病
予
防
に
尽
力
し
た
く
あ

り
ま
す
。
健
康
相
談
等
で

も
い
い
の
で
お
気
軽
に
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す

と
幸
い
で
す
。 

 

〈
転
入
者
自
己
紹
介
〉 

 
 

 

熊
本
病
院
か
ら
移
動
に
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
技
師
と
し
て
勤
務
で

き
る
事
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

（
橋
本
二
尉
：
写
真
左
） 

  

福
岡
駐
屯
地
四
後
支
衛
生
隊
よ

り
、
理
学
療
法
班
へ
と
参
り
ま
し

た
。
自
分
に
出
来
る
事
を
精
一
杯
や

る
事
で
少
し
で
も

病
院
の
役
に
立
て

る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。 

（
中
山
曹
長
：
写

真
右
） 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

本
年
６
月
、
西
田
曹
長
、
佐
藤
曹

長
、
小
川
曹
長
が
幹
部
候
補
生
学
校

に
入
校
し
ま
し
た
。
入
校
中
、
三
等

陸
尉
に
任
官
し
、
厳
し
い
訓
練
を
通

し
て
、
幹
部
自
衛
官
と
し
て
の
素
養

を
磨
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
引
き

続
き
衛
生
学
校
に

入
校
し
、
衛
生
科

幹
部
と
し
て
の
技

術
を
磨
い
て
参
り

ま
す
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 


